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中小企業景況調査、イベント情報
シリーズこんなことしています！入善町商工会

1

発行日 ● 平成29年11月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　富山県内の美味しく新鮮な水と大豆にこだわったたけしま食品の
豆腐は、創業64年の歴史を誇り、富山県内を中心に広く愛されている。
　数ある製品の中でも、自社生産の豆乳「あまうらら」を使用した芳醇な
「越中美人」など素材にこだわった豆腐が特に人気だ。
　事前予約が必要となるが、生産設備のすべてを社長自ら構築したとい
う工場施設の見学や、にがりや豆乳の濃度等を調整したオリジナルの豆
腐づくりも楽しむことができる。
住所：富山県富山市八尾町黒田3388-1（工場）
　　  大和富山店に販売店あり
TEL：076-454-2421　FAX：076-454-4016　料金：無料
みどころ：製造過程の見学および豆腐づくり体験（事前予約必要・15人以上より予約可）

ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズムニューツーリズムシリーズ

たけしま食品（富山市八尾町）
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商
工
会
青
年
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

県
商
工
同
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

かがやきTOYAMA逸品フェスタin
富山県ものづくり総合見本市2017開催
かがやきTOYAMA逸品フェスタin
富山県ものづくり総合見本市2017開催

商工
春秋

十
一
月
は
経
済
産

業
省
が
定
め
る「
伝

統
的
工
芸
品
月
間
」

だ
そ
う
だ
。
富
山
県
で

は
高
岡
銅
器
・
井
波
彫

刻
・
高
岡
漆
器
・
庄
川
挽
物
木
地
・

越
中
和
紙
の
五
品
目
が
国
の
指

定
を
受
け
て
お
り
、
加
え
て
県
が

独
自
に
六
品
目
を
指
定
し
て
い

る
▼
国
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し

て
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、・
日

常
生
活
で
使
用
す
る
こ
と
・
手
作

業
が
中
心
で
あ
る
こ
と
・
技
術

や
原
材
料
が
長
年
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
、な
ど
の
要
件
が
あ
る
。

工
芸
品
の
持
つ
昔
な
が
ら
の
「
手

わ
ざ
」
と
現
代
の
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
デ
ザ
イ
ン
は

新
た
な
魅
力
あ
る
商
品
と
な
っ

て
人
気
を
博
し
て
い
る
▼
そ
う

し
た
技
術
や
生
産
現
場
を
間
近

で
見
た
い
と
昨
今
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
工
場
見
学
で
あ
る
。

も
の
づ
く
り
の
歴
史
や
仕
組
み

を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
た
り

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
「
産

業
観
光
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

県
内
で
も
多
く
の
企
業
が
施
設

を
整
備
し
見
学
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

当
連
合
会
が
発
行
す
る
産
業
観

光
ガ
イ
ド
を
覗
い
て
、
気
に
な
っ

た
場
所
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
石

本
慎
太
郎
会
長
）
は
、
平
成
二
十

九
年
九
月
二
十
二
日
、
小
杉
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
商
工
会

青
年
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
を
実

施
し
た
。
県
内
各
青
年
部
か
ら

七
十
一
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
当

日
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
、

思
い
切
り
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、
他

青
年
部
員
と
の
親
睦
を
深
め
た
。

団
体
優
勝
　

　

小
矢
部
市
Ａ
チ
ー
ム
（
二
一
二
・
〇
）

二
位　

高
岡
市
チ
ー
ム
（
二
二
四
・
二
）

三
位　

入
善
町
Ｃ
チ
ー
ム
（
二
二
五
・
八
）

商
工
会
青
年
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

　

県
商
工
同
友
会（
松
坂
稔
会
長
）

の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
十
月
五
日

（
木
）
八
尾
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

て
開
催
さ
れ
た
。
県
内
各
同
友
会
か

ら
四
〇
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

団
体
優
勝

　

南
砺
市
福
野
チ
ー
ム
（
二
二
〇
・
八
）

県
商
工
同
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

個
人
優
勝
　

　

前
田　

善
幸
（
小
矢
部
市
）（
六
八
・
四
）

二
位

　

講
堂　

裕
樹
（
射
水
市
）（
六
九
・
二
）

三
位

　

棚
田　
　

創
（
小
矢
部
市
）（
六
九
・
四
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

　

宮
窪　

大
作
（
庄
川
町
）（
八
六
）

二
位　
富
山
市
八
尾
山
田
Ｂ
チ
ー
ム
（
二
二
六
・
〇
）

三
位　
南
砺
市
井
波
チ
ー
ム
（
二
二
六
・
八
）

個
人
優
勝

　

中
西　
　

裕
（
南
砺
市
井
波
）（
七
〇
・
八
）

二
位

　

柴
田　

昌
尚
（
南
砺
市
福
野
）（
七
二
・
〇
）

三
位

　

村
井　

豊
久
（
富
山
市
八
尾
山
田
Ｂ
）（
七
二
・
二
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞

　

尾
山　

裕
和
（
南
砺
市
福
光
）（
八
一
）

団体優勝
南砺市福野チームの皆さん

個人優勝
中西　裕さん（南砺市井波）個人優勝された前田さん（右）

　

富
山
県
内
の
自
慢
の
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
、

新
技
術
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
ご
当
地
グ
ル
メ

や
特
産
品
が
一
同
に
集
う
機
会
と
し
て
、
十
月

二
十
六
日
～
二
十
八
日
の
三
日
間
「
か
が
や
き
Ｔ

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
逸
品
フ
ェ
ス
タ
in
富
山
県
も
の
づ
く

り
総
合
見
本
市
２
０
１
７
」
を
富
山
産
業
展
示
館

（
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
）
に
て
開
催
し
た
。
県
内
の
会
員

事
業
所
等
を
中
心
に
三
十
五
事
業
所
が
出
展
し
た
。

　

出
展
事
業
者
は
来
場
者
や
他
の
出
展
者
、
商
工
会

経
営
指
導
員
等
と
自
社
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
や
販
路
開
拓
に
向
け
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
、
多
く
の
商
談
が
各
ブ
ー
ス
に
て
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
同
時
開
催
さ
れ
た
「
富
山
県
も
の
づ
く

り
総
合
見
本
市
２
０
１
７
」
に
県
内
外
多
数
の
来

場
者
が
訪
れ
、
本
展
示
販
売
会
も
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
っ
た
。

「富山県ものづくり総合見本市2017」開会式で祝辞を述べる石澤会長
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従
業
員
が
幸
せ
に
な
る
会
社
づ
く
り
を
学
ぶ

従
業
員
が
幸
せ
に
な
る
会
社
づ
く
り
を
学
ぶ

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
、
労
働
人
口
も
減
少
傾
向
に

あ
る
。
市
場
環
境
の
先
行
き
は
不

透
明
な
中
、
会
社
（
経
営
者
）
と

従
業
員
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。
従
業
員
満
足
（
通
称
：

Ｅ
Ｓ
）
を
高
め
る
こ
と
は
、
会
社

へ
の
生
産
性
や
忠
誠
心
を
向
上
さ

せ
、
企
業
の
競
争
力
や
発
展
に
繋

が
る
た
め
、
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
阪
府
に
本
社
を
構
え
る
株
式

会
社
そ
だ
て
る　

代
表
取
締
役　

小
畑
秀
之
氏（
中
小
企
業
診
断
士
）

を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
従
業
員

が
幸
せ
に
な
る
会
社
づ
く
り　

～

人
財
を
採
用
・
育
成
・
定
着
化
す

る
に
は
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
Ｅ

Ｓ
の
大
切
さ
・
採
用
と
育
成
の
ポ

イ
ン
ト
・
他
社
で
実
践
し
て
い
る

Ｅ
Ｓ
志
向
の
取
り
組
み
事
例
を
交

え
、
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
後
に
は
受
講
者
か
ら
の
質

問
も
あ
り
、
自
社
に
お
い
て
で
き

る
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
よ

う
だ
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

も
「
自
社
の
体
制
を
見
直
す
良
い

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。」
等
の
感

想
が
あ
っ
た
。

　
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
十
月
三
日
（
火
）
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
人
手
不
足
時
代
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。

　
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
徳
永
た
つ
子
会
長
）
は
、十
月
十
一
日
、

中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県
下
商
工
会
の
女
性
部
員
約
七
〇

名
が
参
加
し
、
女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
た
。

　

日
蓮
宗 

本
證
山 

妙
法
寺 

第

四
十
一
世
住
職
の
高
野
誠
鮮
氏
を

講
師
に
招
き
、「
可
能
性
の
無
視

は
最
大
の
悪
策
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

高
野
先
生
は
、
ド
ラ
マ
「
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
村
」
の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
て
お
り
、
羽
咋
市
役
所
で
取

り
組
ん
だ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
よ
る
街
お
こ

し
や
ロ
ー
マ
法
王
へ
の
神
子
原
米

献
上
等
の
事
例
を
紹
介
。

　

新
し
い
こ
と
に
取
組
も
う
と
す

れ
ば
、
問
題
が
起
こ
り
つ
ま
ず
く

こ
と
も
あ
れ
ば
失
敗
も
す
る
。
し

か
し
、
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
な

け
れ
ば
成
功
す
る
。

　

で
き
な
い
理
由
を
探
す
の
で
は

な
く
、「
ど
う
し
た
ら
実
現
で
き

る
か
」
と
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
話
さ
れ
た
。

一日経営安定相談室
開催のご案内

相談無料！　秘密厳守！
いろいろな経営課題を是非ご相談ください。
専門家があなたの経営課題にアドバイス！

販路開拓したい、後継者対策を考えたい
融資により設備投資を検討したい、
借入金の返済負担を軽減したい
補助金を活用したい　等

時間：午後 1 時半から 4 時半まで（要予約）

開催日 場　　　　所

11月13日（月） 入善町うるおい館

14日（火） 立山舟橋商工会

15日（水） 富山市南商工会（大山支部センター）

16日（木） 富山市八尾山田商工会館

17日（金） 富山市北商工会（水橋支所）

20日（月） 射水市商工会館（小杉本所）

21日（火） 高岡市商工会館（戸出本所）

22日（水） 小矢部市商工会館（小矢部本所）

連絡先　最寄りの商工会にお問い合わせください。
富山県商工会連合会　総合支援室

tel 076-441-2716

熱
弁
す
る
小
畑
先
生
の
様
子

高
野
先
生
の
話
を
熱
心
に
聞
く

女
性
部
の
み
な
さ
ん
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小
規
模
企
業
の
事
業
引
き
継
ぎ

／2
3

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

ＪＲＣＡ品質審査員
中小企業診断士

プロフィール
東北大学法学部法学科
卒業後、新潟県商工会
連合会で小規模事業者
の経営改善・販路開拓・
事業再建・事業承継・
経営革新・ISOに携わる。
ジャマイカのボラン
ティアでドミニカ共和
国に２年赴任した。そ
の後、オフィスタケイ
シとして独立し、中小
企業を中心に経営改善、
社員、人材教育、ISO
システムの構築、マニュ
アル改正、内部監査員
養成、営業マンの教育
等の支援を行っている。
また、外国人雇用、訓
練生の仲介、組織と社
員のストレス軽減実践
活動も行っている。

武
たけいし
石　宣

のり
夫
お
 氏

　

事
業
承
継
を
親
族
内
承
継
、
会
社
内
外
者
へ
の
承
継
、
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
と
買
収
）
の
ケ
ー
ス
ご
と
に
、
事
業
承
継

の
前
提
条
件
と
留
意
点
、
具
体
的
対
策
の
実
行
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

親
族
内
承
継

会
社
内
外
者
へ
の
承
継

Ｍ
＆
Ａ
（
合
併
と
買
収
）

前提条件

１
．
親
族
内
に
後
継
者
が
い
る
こ
と

２
．
相
続
人
等
親
族
の
理
解
が
あ
る
こ
と

１
．
社
内
ま
た
は
社
外
に
後
継
者
が
い
る
か
、

適
任
者
を
引
っ
張
っ
て
く
る
こ
と

２
．
先
代
経
営
者
親
族
の
理
解

１
．
前
２
つ
の
い
ず
れ
の
方
法
に
も
い
た
ら
な

い
こ
と

２
．
事
業
の
再
生
や
今
後
の
成
長
等
が
望
め
な

い
こ
と

留意点

１
．
後
継
者
へ
の
株
式
・
事
業
用
資
産
の

集
中
を
図
る
こ
と

２
．
他
方
で
他
の
相
続
人
へ
の
配
慮
も
行

う
こ
と

３
．
不
要
な
資
産
や
簿
外
債
務
を
整
理
し

て
お
く
こ
と

４
．
後
継
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行

５
．
中
期
長
期
の
経
営
計
画
の
中
で
の
事

業
承
継
計
画
を
後
継
者
と
一
緒
に
作

成
実
施
す
る

６
．
で
き
れ
ば
古
参
役
員
の
退
任
準
備
と

後
継
者
補
佐
役
を
育
成
す
る

７
．
先
代
社
長
の
今
後
の
会
社
と
の
関
わ

り
方
を
詰
め
て
お
く
こ
と

１
．
所
有
と
経
営
の
分
離
の
観
点
か
ら
明
確
な

方
針
を
出
し
て
後
継
者
の
納
得
を
得
る
こ
と

２
．
株
式
を
後
継
者
が
買
い
取
る
場
合
に
は
そ

の
資
金
調
達
に
協
力
す
る
こ
と
（
先
代
に
退

職
金
を
払
い
、
株
価
を
引
き
下
げ
る
な
ど
）

３
．
個
人
保
証
の
関
係
で
先
代
社
長
に
会
長
・

顧
問
と
し
て
残
っ
て
も
ら
い
既
存
の
個
人
保

証
を
継
続
す
る
か
協
議
し
て
お
く
こ
と

４
．
中
継
ぎ
経
営
者
と
し
て
経
営
を
託
す
場
合

も
あ
る
の
で
、
そ
の
中
継
ぎ
者
と
の
信
頼
関

係
を
保
つ
こ
と

５
．
後
継
者
認
知
に
向
け
た
働
き
か
け
を
常
に

す
る
こ
と

６
．
親
族
内
承
継
の
６
項
目
は
重
要
で
あ
る

１
．
Ｍ
＆
Ａ
の
方
式
の
ど
れ
を
と
る
か（
合
併
、

株
式
譲
渡
か
、
事
業
譲
渡
か
、
会
社
分
割
か

な
ど
）

２
．
株
式
譲
渡
な
ら
他
の
方
法
に
比
べ
て
簡
単

で
早
い
。
譲
渡
益
が
出
た
と
し
て
も
個
人
な

ら
国
税
・
地
方
税
を
合
わ
せ
て
20
％
、
た
だ

し
包
括
承
継
で
３
の
選
別
承
継
は
不
可

３
．
事
業
譲
渡
は
個
々
の
経
営
資
源
や
債
権
債

務
の
選
別
承
継
が
で
き
る
が
手
続
き
は
煩
雑

で
許
認
可
も
取
り
直
し
が
必
要　
譲
渡
益
も

法
人
税
が
課
さ
れ
高
率

４
．
会
社
分
割
に
は
大
別
し
て
３
通
り
あ
り
、

子
会
社
方
式
（
新
設
分
割
・
分
社
型
）
別
会

社
方
式
（
新
設
分
割
・
分
割
型
）、
吸
収
型

が
あ
る　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
包
括
承
継
で

資
産
の
移
動
に
対
し
て
も
消
費
税
な
し

具体的対策の実行

１
．
関
係
者
の
理
解

①
事
業
承
継
計
画
の
公
表

②
経
営
体
制
の
整
備

２
．
後
継
者
教
育

①
社
内
で
の
教
育

②
社
外
教
育
・
セ
ミ
ナ
ー

３
．
株
式
財
産
の
分
配

①
株
式
保
有
状
況
の
把
握

②
財
産
分
配
方
針
の
決
定

③
生
前
贈
与
の
検
討

④
遺
言
の
活
用

⑤
会
社
法
の
活
用

そ
の
他
の
手
法
の
活
用

１
．
関
係
者
の
理
解

①
事
業
承
継
計
画
の
公
表

②
現
経
営
者
の
親
族
の
理
解

③
経
営
体
制
の
整
備

２
．
後
継
者
教
育

①
社
内
で
の
教
育

②
社
外
教
育
・
セ
ミ
ナ
ー

３
．
株
式
財
産
の
分
配

①
後
継
者
へ
の
経
営
権
の
集
中

②
種
類
株
式
の
活
用

③
Ｍ
Ｂ
Ｏ
（M

anagem
ent Buy-O

ut

：

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
バ
イ
・
ア
ウ
ト　
後

継
者
が
新
会
社
を
作
っ
て
そ
の
新
会
社
が

被
承
継
会
社
の
株
式
を
買
う
）
検
討

４
．
個
人
保
証
・
担
保
の
処
理

１
．
Ｍ
＆
Ａ
に
対
す
る
理
解

２
．
仲
介
機
関
へ
の
相
談

３
．
会
社
売
却
価
格
の
算
定
と
会
社
の
磨
き
あ

げ
４
．
Ｍ
＆
Ａ
の
実
行

５
．
ポ
ス
ト
Ｍ
＆
Ａ

新規採用スーパーバイザー派遣事業が始まりました！

正木　良直
富山県商工会連合会

よろしくお願いします。

スーパーバイザーは、商工
会職員と連携して事業所の
経営課題を解決するお手伝
いをいたします。

お気軽に県連合会総合支
援室までご相談ください。 横井　一成 氏

金融担当
納村　正彦 氏

販路開拓担当
吉田　　誠 氏

IT担当
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能力開発セミナー受講者募集 「とやまシニア専門人材バンク」
登録企業を募集中

～人材確保のため、是非ご活用ください～

＜グローバル人材活用促進事業＞

参加企業募集！外国人の
採用・活用に関する講演開催

仕事に必要な専門知識の習得や技能の
向上、各種資格取得、海外事業展開を
担う人材育成等、在職者のための幅広
い分野の講習を実施しています。
◇募集コース
〇海外人材の理解と仕事の教え方（インド編）<本校>
〇 AUTO　CAD 基礎 < 本校 >
〇建設業経理士 2 級 < 本校 >
〇映像編集基礎 < 新川 >

◇新！「FA 技術」関連セミナー
新たなコースとして、工場等の自動化
(ＦＡ化 ) を支援する人材の育成を目
的としたセミナーを随時実施してい
きます。実施予定コース ( 計画中の
ため内容・日程等が変更となる場合
があります。
〇11月；ＦＡ制御基礎
〇12月；シーケンス制御 (技能検定対策 )
〇１月；ロボットを活用したＦＡ制御入門 など

◇オーダーメイドコース
企業・事業主団体様等のご要望に応
じた「オーダーメイドコース」も実施
しております。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県技術専門学院 

本　　校　　 TEL 076-451-8803
新川センター TEL 0765-52-0251
砺波センター TEL 0763-22-3152

とやまシニア専門人材バンクは、専門的
知識、技術、経験を活かして就業を希望
する概ね55歳以上の方と、これらの人
材を求める企業との効果的なマッチン
グを図るため、富山県・富山労働局・ハ
ローワーク富山が設置している就業支
援機関です。
■人材バンクの特徴
・とやまシニア専門人材バンクのホームページ
から企業登録、採用予定情報を登録できます。

・即戦力となる専門人材の情報を公開しています。
・企業の求める人材にリクエストできます。

※詳しくは、

■生涯現役促進地域連携事業がスタート！
主に 65 歳以上の高齢者を対象とした、
新規求職者の掘り起し、企業における高
齢者が担う業務の切り出しやワークシェ
アを行うほか、高齢者活躍の好事例を紹
介するセミナー等の開催により、シニア
人材の就業を支援します。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
とやまシニア専門人材バンク
TEL 076-444-4289
富山県　労働雇用課
TEL 076-444-8897

県では、高度な知識や技術を有する県
内大学等の外国人留学生や、国際感覚
を磨いた日本人留学経験者の県内就職
を促進し、県内企業等のグローバル人
材の確保を支援するため、「グローバル
人材活用促進事業」を実施しており、
事業の一環として外国人の採用・活用
に関する講演会を開催します。
■開催日時・場所
日時：11月15日（水 )
受付：12:30 ～ 講演 13:00 ～13:50
場所：富山大学学生会館（富山市五福 3190）
■講演内容
演題：『グローバル人材の採用と活用について』（仮称）
講師：ホテルグランテラス富山　副総支配人兼
　　   管理本部長 湯上均氏、執行役 益田貴司 氏
■申込方法 
ホームページよりお申込みください。
企業向け参加登録申込
https://step-up.net/global
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
< 主催 >富山県　労働雇用課　
TEL 076-444-8897

<運営事務局>有限会社ステップアップ
TEL 076-473-2824

「クリエイティブ・デザイン・ハブ」オープン！

北陸伝統工芸品展のご案内

ものづくり企業、デザイナーなどの異分野の人材が交流し、デザインを活用した新
商品開発・新事業創出を支援する拠点として、「クリエイティブ・デザイン・ハブ」が、
11月15日、県総合デザインセンターにオープンします。デザイナーや他の企業
と共同開発を行う「デザインオフィス」の入居者を募集しています。

【使用料金等】
・デザインオフィス１～５（33㎡、5室）：１室　月額 74,700 円
・デザインオフィス６（41㎡、1室）　　：１室　月額 92,800 円

北陸三県の伝統工芸品を一堂に集めた「北陸伝統
工芸品展」を開催します。
北陸三県の長年にわたり受け継がれてきた技術・
技法を用いた作品の展示や伝統工芸品の実演・製
作体験をはじめ、映画「デンサン」の上映や監督・
出演者のトークショーなどイベントが目白押しです。

【入居対象者】
デザインと先端技術の融合による新商
品開発に取り組む企業など
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県総合デザインセンター
TEL　0766-62-0510

日時：11/10（金）～ 11/12（日）午前10時～午後7時（12 日は午後６時まで）
場所：イオンモール高岡１階セントラルコート、２階ウエストコート、
　　　イオンホール
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　経営支援課　TEL 076-444-3249

採用時期及び人員：平成30年４月1日　若干名
勤務場所：富山県内の商工会又は商工会連合会
応募資格：大学を卒業もしくは卒業見込みの方で、平成30年4月1日
　　　　 現在の年齢が満35歳以下の方
受付期間：11月20日（月）まで（当日消印有効）
試 験 日：〈第1次試験〉 12月 ９ 日（土）筆記試験、面接試験
　　　　 〈第2次試験〉 12月23日（土）役員面接（第１次試験合格者）
受験手続：申込書に必要書類を添えて、 富山県商工会人事管理委員
　　　　 会事務局（商工会連合会内）へ郵送

　＊詳しくは、右記の富山県商工会連合会HPをご参照ください。 http://www.shokoren-toyama.or.jp/

平成30年度
富山県商工会
職員募集
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業務改善助成金は、中小企業・小規模事業者の生産性向上を支援し、事業
場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）の引上げを図るための制度です。
生産性向上のための設備投資（機械設備、POSシステム等の導入）など
を行い、事業場内最低賃金を一定額以上引き上げた場合、その設備投資な
どにかかった費用の一部を助成します。
支給対象者：事業場内最低賃金1000円未満の中小企業・小規模事業者
支給の要件：①事業実施計画（賃金引上計画、業務改善計画）を策定する

こと、②引き上げ後の賃金額を支払うこと、③生産性向上に
資する機器・設備などを導入することにより業務改善を行い
その費用を支払うこと、④解雇、賃金引き下げ等の不交付事
由がないこと　等　※その他、申請にあった必要な書類があ
ります。

助　成　額：申請コースごとに定める引上げ額以上、事業場内最低賃金を
引き上げた場合、生産性向上のための設備投資等にかかった
費用に助成率を乗じて算出した額を助成します（千円未満切
り捨て）。なお、申請コースごとに、助成対象事業場、引き
上げ額、助成率、助成の上限額が定められていますのでご注
意ください。

詳しくは、富山労働局雇用環境・均等室　TEL076-432-2728

◇キャリアアップ助成金（賃金規定等改定コース）
すべてまたは雇用形態別や職種別など一部の有期雇用契約労働者等の基本給の賃金規定等を２％以上増額改
定し、昇給させた場合に一定額を助成します。

富山労働局助成金センター5F　TEL076-432-9172
◇人事評価改善等助成金
生産性向上に資する人事評価制度と賃金制度を整備することを通じて、生産性向上を図り、賃金アップと離
職率低下を実現した場合に一定額を助成します。

富山労働局助成金センター6F　TEL076-432-9162

業務改善助成金 申請期限：平成30年１月31日まで

他にも、こんな助成金があります！

　平成 28年６月に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」や平成 29年３月に
内閣総理大臣を議長とする「働き方改革実現会議」で決定された「働き方改革実行計画」
において、働き方改革の実行・実現のため長時間労働の是正に向けた取組を強化する旨
が盛り込まれるなど、長時間労働対策の強化が喫緊の課題となっています。このため、
「過労死等防止啓発月間」の一環として「過重労働解消キャンペーン」を 11月に実施し、
長時間労働の削減等の過重労働解消に向けた取組を推進しております。

11月は過重労働解消キャンペーン期間！

富山労働局・富山県
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イベント名 開催日 お問合せ先
ツゥインクルナイト in 射水 11/26（日）～ 2/15（木） 射水市商工会小杉本所 0766-55-0072

風の盆ステージ・町なかミニツアー 12/9（土）・23（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

ふくの歳の大市 12/27（水） 南砺市商工会福野事務所 0763-22-2536

ふれあい青空市「やまだの案山子」 12 月（月・火・水・土・日） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

ボランティアNPOの活動支援のための寄付金募集！
　NPO 法人富山県民ボランティア総合支援センター（理事長 髙木繁雄）では、近年さまざまな分野で活動
の重要性が高まっているボランティア NPO について、基盤の弱い小規模な団体や新たな課題に取り組む団
体などに助成金を交付するため、その原資となる寄付金を募集しています。
　寄付金は一口３千円以上で、税制上の優遇措置があります。
　詳しくは　http://www.toyamav.net　をご覧ください。

■お問合せ先　NPO法人　富山県民ボランティア総合支援センター　TEL076-432-2987

平成 27 年
10 月～ 12 月

平成 28 年
1 月～ 3 月 4 月～ 6 月 7 月～ 9 月 10 月～ 12 月

平成 29 年
1 月～３月

（前期） 
4 月～ 6 月

（今期）
7 月～ 9 月

（予想）
10 月～ 12 月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

中小企業景況調査結果　（平成29年7月～ 9月期実績・平成29年10月～12月期予想）

前期比、製造業・サービス業は好転、小売業・建設業は悪化した
　今期は、製造業 14.8（前期比 +14.8 ポイント）、サービス業△ 17.5（同 +3.2 ポイント）
と好転したが、建設業△ 25.0（同 -15.0 ポイント）、小売業△ 26.3（同 -13.8 ポイント）
は悪化した。
　来期は、建設業△ 20.0（当期比 +5.0 ポイント）、小売業△ 23.0（同 +3.3 ポイント）
は好転を、製造業 0.0( 同 -14.8 ポイント）、サービス業△ 18.8（同 -1.3 ポイント）は悪
化を予想している。

業況天気図

D.I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝（注）D.I とは、景気動向指数の略で、前年同期と比較して増加（好転）企業割合と、
減少（悪化）企業割合の差を示すものである。
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　入
善
町
商
工
会
で
は
、
富
山
県
と

連
携
し
、
全
国
初
と
な
る
首
都
圏
の

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
商
店

街
活
性
化
イ
ン
タ
ー
ン
」
の
全
四

コ
ー
ス
の
募
集
を
始
め
、
第
一
回
目

の
イ
ン
タ
ー
ン
受
入
れ
を
行
っ
た
。

商
店
街
で
の
開
業
促
進
や
継
業
・
事

業
承
継
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

事
業
承
継
と
創
業
は

　
地
域
経
済
が

持
続
的
な
発
展
を

す
る
た
め
の
喫
緊
の
課
題

　
入
善
町
商
工
会
の
会
員
数
は
こ
こ

二
〜
三
年
大
き
な
減
少
は
な
い
が
、

平
成
二
十
七
年
に
実
施
し
た
事
業
承

継
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
多

く
の
小
規
模
事
業
者
に
後
継
者
が
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
、
商
工
会
で
は
創
業
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
幸
い
、
入
善
町

で
は
中
心
市
街
地
で
空
き
店
舗
を
活

用
し
て
起
業
す
る
者
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、

中
心
市
街
地
に
は
飲
食
店
を
中
心
と

し
た
業
種
の
創
業
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
既
存
事
業
者
に

後
継
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
多
く

の
小
規
模
事
業
者
が
廃
業
を
考
え
て

い
た
。

　
そ
こ
で
、
商
工
会
で
は
事
業
承
継

を
重
要
な
支
援
策
と
位
置
づ
け
た
。

事
業
承
継
を
支
援
す
る
手
段
と
し
て

は
、
後
継
者
の
発
掘
、
育
成
が
必
要

で
あ
る
が
、
廃
業
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
事
業
者
の
親
族
に
は
後
継
者
候

補
は
見
当
た
ら
ず
、
親
族
内
で
の
承

継
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
親
族
以
外

の
者
に
事
業
承
継
を
し
て
も
ら
う
方

法
を
検
討
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
に
当
会
扇
原
会
長

が
石
井
県
知
事
に
要
望
す
る
機
会
を

得
て
、
事
業
承
継
の
重
要
性
に
つ
い

て
説
明
し
、
県
で
支
援
し
て
も
ら
う

よ
う
要
請
し
た
。

全
国
初
！
商
店
街
活
性
化

イ
ン
タ
ー
ン
募
集

　
全
国
初
の
取
組
み
と
な
る
首
都
圏

の
若
者
向
け
職
業
体
験
「
商
店
街
活

性
化
イ
ン
タ
ー
ン
」
の
募
集
は
、
入

善
町
商
店
街
で
の
開
業
促
進
や
継
業
・

事
業
承
継
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
㈱
仕
事
旅
行
社
と

提
携
し
、
こ
の
サ
イ
ト
の
会
員
は
首

都
圏
二
十
代
か
ら
三
十
代
が
中
心
で
、

総
利
用
者
数
一
万
人
、
体
験
し
た
仕

事
を
き
っ
か
け
に
転
職
や
事
業
承
継

に
つ
な
が
る
例
も
あ
る
と
い
う
。

　
入
善
町
商
店
街
で
の
大
人
向
け
職

業
体
験
の
企
画
・
募
集
で
は
、
首
都

圏
の
若
者
で
、
転
職
や
移
住
、Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
に
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
と

し
、①
銭
湯
「
観
音
湯
」、②
文
房
具
店

「
み
ち
は
ら
」、③
居
酒
屋
「
越
」、④
入

善
町
商
工
会
「
イ
ベ
ン
ト
等
企
画
」

の
四
コ
ー
ス
で
募
集
。
十
月
十
二
日

に
第
一
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
入
れ

を
行
い
、
十
一
月
頃
ま
で
イ
ン
タ
ー

ン
の
募
集
・
受
入
れ
を
行
っ
て
い
く
。

浮
彫
り
と
な
る
課
題

　
十
月
十
二
日
に
最
初
の
イ
ン
タ
ー

ン
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
参
加
し
た

稲
垣
進
太
郎
さ
ん
（
四
十
三
才
）
は

兵
庫
県
に
在
住
の
方
で
、
午
前
十
時

に
イ
ン
タ
ー
ン
先
の
「
観
音
湯
」
を

訪
問
さ
れ
た
。
経
営
者
で
あ
る
上
田

清
作
さ
ん
（
七
十
七
才
）
か
ら
風
呂

の
掃
除
や
釜
焚
き
な
ど
銭
湯
業
務
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
た
後
、
懇
談
し

た
。

　
稲
垣
さ
ん
は
、

自
分
な
り
に
銭

湯
の
仕
事
を
思

い
描
い
て
い
た

よ
う
だ
が
、
実

際
に
体
験
し
て

み
た
こ
と
で
、

仕
事
の
大
変
さ

や
地
域
に
お
け

る
銭
湯
の
大
切

さ
を
実
感
さ
れ

た
よ
う
だ
。

　
一
方
、
上
田

さ
ん
は
、
下
新

川
で
唯
一
の
銭

湯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
後
継
者

事
業
承
継
に
挑
戦
！
全
国
初
の
商
店
街
活
性
化
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
入
を
ス
タ
ー
ト

事
業
承
継
に
挑
戦
！
全
国
初
の
商
店
街
活
性
化
イ
ン
タ
ー
ン
の
受
入
を
ス
タ
ー
ト

シ
リ
ー
ズ

　こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
！

　入
善
町
商
工
会

問
題
を
解
決
し
て
是
非
事
業
を
継
続

し
た
い
と
語
っ
た
。

　
今
回
、
初
め
て
こ
の
よ
う
な
イ
ン

タ
ー
ン
事
業
に
取
り
組
ん
だ
わ
け
だ

が
、
受
け
入
れ
る
側
で
あ
る
商
工
会

に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
事
業
を
実
施
す
る
上
で
大
き
な

課
題
が
残
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
応
募
が
あ
り
次
第
、
他

の
店
舗
で
も
受
け
入
れ
、
十
月
の
下

旬
か
ら
は
、
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
を

商
工
会
で
受
け
入
れ
る
が
、
今
回
の

経
験
を
活
か
し
成
果
が
上
が
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。


